
畑野町の人口（９月１日調べ） 

人口１６８９人 男 ８５５ 人 
              女 ８３４ 人 

世帯数  ９４９世帯 
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一
泊
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す 

９
月
２
日
に
全
戸
配
布
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
防
災
訓

練
を
１
０
月
５
日
午
後
１
時
よ
り
４
時
ま
で
を
１
部
と
し

て
、
起
震
車
・
消
防
車
・
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
・

放
水
訓
練
等
を
京
都
消
防
署
・
亀
岡
消
防
署
・
亀
岡
市
自
治

防
災
課
・
畑
野
消
防
団
と
協
賛
で
行
い
ま
す
。
２
部
は
、
午

後
５
時
に
震
度
７
の
地
震
が
畑
野
町
で
発
生
し
、
家
屋
全
壊

の
災
害
を
想
定
し
て
旧
畑
野
小
学
校
体
育
館
・
教
室
を
利
用

し
て
一
泊
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

正
月
に
は
震
度
７
の
能
登
半
島
地
震
、
近
々
に
は
頻
繁
に
日

本
列
島
で
震
度
の
大
き
い
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

近
々
に
東
南
海
地
震
が
発
生
す
る
か
も
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
０
月
５
日
午
後
５
時
に
消
防
団
が
各
区
を
廻
り
、

「
震
度
７
の
地
震
が
発
生
・
避
難
し
て
下
さ
い
」
の
指
示
が

出
た
ら
、
旧
小
学
校
に
向
か
っ
て
避
難
し
て
下
さ
い
。 

全
員
が
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
報

道
等
で
は
、
被
災
地
で
も
実
際
『
自
分
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
』

『
避
難
し
な
い
と
い
け
な
い
ほ
ど
危
険
と
は
思
わ
な
か
っ

た
』
と
し
て
、
安
全
確
保
を
取
ら
な
い
人
が
多
い
と
も
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
な
ど
避
難
す
る
の
に
時
間
を
要
す
る
人
た
ち
に
、
早

め
の
避
難
を
促
す
「
警
戒
レ
ベ
ル
３
」
か
ら
、
災
害
の
恐
れ

が
高
ま
っ
た
際
に
危
険
な
場
所
に
い
る
す
べ
て
の
人
に
避

難
を
呼
び
か
け
る
「
警
戒
レ
ベ
ル
４
」
、
災
害
発
生
が
切
迫

し
て
お
り
命
の
危
険
が
及
ん
で
い
る
場
合
に
発
令
さ
れ
る

「
警
戒
レ
ベ
ル
５
」
と
段
階
を
追
っ
て
危
険
度
が
高
ま
り
ま

す
。 

今
回
の
訓
練
は
、
避
難
所
の
確
保
、
安
全
な
場
所
へ
速
や
か

に
避
難
す
る
よ
う
指
示
が
出
ま
す
。 

地
震
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
に
優
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

こ
の
避
難
訓
練
に
よ
っ
て
本
当
の
災
害
に
必
要
な
物
は
何

か
を
感
じ
取
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
区
で
年
初
に

自
主
防
災
会
担
当
メ
ン
バ
ー
を
選
出
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
は
出
来
る
だ
け
地
域
の
避
難
活
動

と
し
て
ご
参
加
頂
き
、
自
主
防
災
会
横
の
つ
な
が
り
を
築
い

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

常
任
委
員
会
・
畑
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
協
議 

各
会
議
で
１
０
月
５
日
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
１
日
に
は
自
治
防
災
課
長
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。 

敬
老
会
を
開
催 

９
月
８
日
湯
ノ
花
温
泉
渓
山
閣
に
お
い
て
７
５
歳
以
上
の

方
々
を
お
迎
え
し
て
快
く
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
畑
野

町
で
は
、
３
７
２
名
の
対
象
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
和
気

藹
々
と
お
元
気
で
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
、
桂
川
市
長

や
小
林
市
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
国
・
府
の
議
員
様
に
も

お
祝
い
に
来
て
い
た
だ
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
町

内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
ハ
ン
ド
パ
ン
演
奏
」
の
中
本
さ

ん
を
招
い
て
、
新
楽
器
で
あ
る
「
ハ
ン
ド
パ
ン
」
を
紹
介

さ
れ
、
見
た
こ
と
も
な
い
方
々
に
癒
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
演
奏
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
も

準
備
さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
方
が
自
慢
の
声
を
披
露
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
頂
け
た
と

思
い
ま
す
。
昨
年
申
し
上
げ
た
「
教
育
」（
今
日
ど
こ
行
く

の
）
と
「
教
養
」（
今
日
の
用
事
は
）
を
忘
れ
な
い
で
日
々

元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。
今
回
ご
参
加
頂
け
な
か
っ
た

方
は
、
来
年
は
ど
う
ぞ
健
康
に
留
意
さ
れ
て
ご
参
加
頂
き

ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
各
区
長
さ
ん
・
民
生

委
員
の
方
々
に
は
、
当
日
色
々
と
ご
参
加
の
方
々
へ
の
ご

配
慮
等
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
共
々

に
楽
し
ん
で
頂
け
た
事
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
計
画
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
順
調
に
実
施
中 

登
録
者
の
利
用
料
は
、
ガ
ソ
リ
ン
代
実
費
を
基
本
に
考
え

て
い
ま
す
。
買
い
物
支
援
や
病
院
移
送
の
支
援
活
動
を
通

し
て
、
運
転
者
も
地
域
一
体
で
高
齢
者
を
見
守
る
と
い
う

意
識
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
当
然
と
い
う
雰
囲
気

が
め
ば
え
れ
ば
、
地
域
の
能
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。 

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ご
協
力
頂
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
自
治
会
ま

で
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
女
性
の
方
も
歓
迎
で

す
。
ご
参
加
下
さ
い
。
事
故
の
際
の
補
償
等
に
つ
い
て
も
、

別
途
移
送
時
の
み
の
特
別
な
保
険
に
加
入
し
ま
す
。 

行
動
に
対
す
る
謝
礼
金
も
市
の
補
助
金
で
賄
え
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
支
援
が
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

大
路
次
川
に
畑
野
町
ア
ピ
ー
ル
言
葉
を
掲
げ
る 

鯉
の
ぼ
り
の
揚
げ
た
場
所
に
畑
野
町
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

「
山
里
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
畑
野
町
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
畑
野

町
の
中
心
部
に
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
の
方
々
に
ま

た
、
畑
野
町
へ
外
部
か
ら
の
訪
問
者
に
も
目
に
留
め
て
頂
け

る
よ
う
に
掲
げ
ま
し
た
。
８
月
始
め
か
ら
掲
げ
る
予
定
で
し

た
が
強
度
不
足
に
よ
り
、
突
風
に
２
日
も
持
た
ず
破
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
復
活
さ
せ
て
掲
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

１
１
月
末
ま
で
吊
る
す
計
画
で
す
。
次
回
は
新
た
な
文
言
の

募
集
を
さ
せ
て
頂
き
、
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

自
治
会
小
会
議
室
に
市
図
書
館
の
本
２
０
０
冊
閲

覧
を
大
人
用
に
新
書
籍
を
９
月
よ
り
準
備 

夏
休
み
中
は
、
子
供
さ
ん
用
の
ジ
ャ
ン
ル
本
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
大
人
用
を
今
回
準
備
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

開
設
時
間
は
平
日
９
時
半
～
１
４
時
ま
で
閲
覧
出
来
ま
す
。

借
り
る
事
も
出
来
ま
す
。
（
記
録
帳
に
記
入
願
い
ま
す
） 

自
治
会
に
自
由
に
入
っ
て
頂
き
、
読
書
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。 

自
治
会
前
に
木
製
プ
ラ
ン
タ
を
増
設 

自
治
会
館
前
を
よ
り
明
る
く
す
る
た
め
に
今
年
も
木
製
プ
ラ

ン
タ
を
緑
化
協
会
よ
り
、
増
設
に
応
じ
て
頂
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
先
の
行
事
予
定 

９
月
２
２
日
（
日
）
南
丹
市
花
火
大
会 

１
０
月
５
日
（
土
）
畑
野
に
起
震
車
来
る
（
一
泊
防
災
訓
練
） 

１
０
月
６
日
（
日
）
亀
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ 

１
０
月
２
０
日
（
日
）
町
民
運
動
会 

１
１
月
９
日
（
土
）
サ
ッ
カ
ー
観
戦 

１
１
月
～
１
２
月
ハ
イ
キ
ン
グ
道
整
備
（
忠
魂
碑
階
段
復
活
） 

１
２
月
８
日
（
日
）
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

１
２
月
２
８
日
（
土
）
年
末
警
戒 



9 月 8 日敬老会事業実施                ハンドパン演奏披露 

   
 

賑わいが盛り上がり、仲居さんの指導で皆さんが踊り始めました 

   
 

大路次川に畑野町アピール言葉を掲げました 

   
 

 移送サービス事業の現在の稼働状況です 

日 利用者数 利用回数 稼働自動車数 保検延べ日数 待ち時間 稼働時間 走行距離 

トータル 39  182  24  67  13:00 198:40 5980  

2024.5 1 21 3 0 0:00 23:40 840  

2024.6 2 24 4 16 0:00 32:10 940  

2024.7 10 42 8 27 2:00 54:30 1560  

2024.8 16 79 6 18 8:00 66:40 2153  

2024.9 現在 10 16 3 6 3:00 21:40 488  

 

9 月の状況です 

運転者 １６名    利用者 ４７名 

行先（増加中） 

利用者自宅 岩崎歯科医院 奥井病院 亀岡病院 がくさい病院 京都市民病院 

京都中部総合医療センター 京都アクアホーム太秦 小林歯科医院 コメリー  

佐藤医院 清水病院 自治会館前 瀬尾医院 西脇大山医療センタ 能勢電山下駅

能勢郵便局 能勢栗の里 能勢国民健康保険診療所 林医院 バラック  

本梅郵便局 能勢電日生中央駅 宮前診療所  


